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研究成果の概要（和文）：アジア・アフリカの研究者と協力し、高病原性鳥インフルエンザウイルス及びニュー
カッスル病ウイルスについて各国で疫学調査研究を実施した。分離ウイルスについてウイルス学的および遺伝学
的に詳細に調べ、ウイルスの由来、進化、病原性などについて解析した。多くの遺伝子系統のH5亜型高病原性鳥
インフルエンザウイルスに反応するモノクローナル抗体を作出し、診断への応用を目指している。エジプト及び
キルギスのニューカッスル病ウイルスは、ワクチン株と遺伝的に大きく異なり、ワクチン効果の減弱の可能性が
考えられた。

研究成果の概要（英文）：International collaborative studies were performed on the epidemiological 
surveillance of the highly pathogenic avian influenza virus (HPAIV) and Newcastle disease virus 
(NDV) in Vietnam, Egypt, and Kyrgyz. Virological and genetical analyses were conducted on the 
isolated viruses, and the viral origin and evolution, and viral pathogenicity were further analyzed.
 Monoclonal antibodies reacting with various genotypes of H5 HPAIV were produced, which may be 
utilized in the diagnosis of HPAIV. The NDV strains obtained in Egypt and Kyrgyz were genetically 
distinct from the vaccine strains, suggesting a possible reduction in vaccine efficacy.

研究分野： ウイルス学、免疫学
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１．研究開始当初の背景 
家禽は、先進国、途上国を問わず、重要な

タンパク質供給源の一つである。その家禽に
対して甚大な被害をもたらす疾病として、高
病原性鳥インフルエンザおよびニューカッ
スル病があげられる。いずれも病原性の強い
ウイルスの感染伝播によって引き起こされ
るため、その制御は世界共通の重要課題であ
る。また、高病原性鳥インフルエンザウイル
ス感染は人へも致死的な病気を引き起こす
ことから、その制御は公衆衛生上も重要であ
る。2003 年に始まった高病原性鳥インフル
エンザの世界的流行を背景に、世界中で家禽
や野鳥の疫学調査研究が精力的に行われた。
その結果、鳥インフルエンザウイルスならび
にニューカッスル病ウイルスに関する新た
な学術的情報が過去にないスピードで蓄積
され、この分野の研究の発展および疾病制御
に大きく貢献したと考えられる。しかし、高
病原性鳥インフルエンザの初発生から時が
経過し、感染拡大がある程度抑えられ、疫学
調査研究の機運は衰えつつあるように感じ
られる。野外の疫学調査研究には、膨大な労
力と資金が求められるため、継続するのは難
しいのも現実である。一方、アジアやアフリ
カでは、完全な封じ込めが果たせないままに、
高病原性鳥インフルエンザやニューカッス
ル病が常在化している国々が存在する。それ
らの国々では、両疾病の予防のために家禽へ
ワクチン接種が行われているが、完全には発
生が抑えられない状況が続いている。ウイル
スの感染が繰り返されるとその過程で変異
ウイルスが生まれ、その結果、偶発的に病原
性や伝播性が高まったウイルスが生まれて
新たな脅威となる可能性がある。さらに懸念
されるのは、それらのウイルスが野鳥等によ
って越境性に伝播される可能性がある点で
ある。実際のところ、過去に我が国に高病原
性鳥インフルエンザウイルスが侵入したい
ずれの事例でも、野鳥によって海外からウイ
ルスが伝播されたと考えられている。 
このような背景のもと、高病原性鳥インフ

ルエンザやニューカッスル病のような重要
家禽疾病を制御するには、国内の対策だけで
なく世界的視野に立った継続的な監視が必
要であり、多国間の協力関係の構築が極めて
重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、アジア及びアフリカ地域の研究

者と協力して、高病原性鳥インフルエンザお
よびニューカッスル病について海外疫学調
査を実施し、各地域におけるウイルス進化に
関する新たな疫学的情報を蓄積し、疾病制御
に寄与することを目的とした。 
私達は、アジアを中心とした高病原性鳥イ

ンフルエンザの発生拡大を背景に、約 10 年
前から北海道東部地域で、野鳥の鳥インフル
エンザウイルス疫学調査研究を実施してき
た。疫学調査を通じて交流の機会をもった、

アラスカ地域の米国研究者らとともにアラ
スカ・ロシア・アジア環太平洋地域における
野鳥のインフルエンザサーベイランス研究
も行ってきた。さらに、高病原性鳥インフル
エンザやニューカッスル病の発生が続くベ
トナム、エジプト、ブルキナファソ、インド
ネシアなどの国々の研究者との研究交流も
行なってきた。アジア・アフリカの国々では、
経済発展を背景に畜産振興が続いているが、
家畜防疫・衛生の知識と技術が未だ不十分な
ために、家畜や家禽の感染症が制御しきれな
い状況が続いている。特に高病原性鳥インフ
ルエンザやニューカッスル病は家禽に重篤
な疾病を引き起こし、甚大な経済的被害をも
たらすため、発生が続くことはその国にとっ
て大きな問題となる。加えて、病原ウイルス
が野鳥によって運ばれる越境性疾病である
ことから、その制御には国際的な協力が不可
欠である。国際的な視野に立ってアジア・ア
フリカ地域の越境性動物疾病の制御に取り
組むことは、発展途上にある国々を利するに
とどまらず、我が国を含む地域全体の家畜・
家禽産業を発展させ、人の健康を守ることに
つながる。 
本研究では、アジア・アフリカ地域に存在

する家畜・家禽疾病の問題が根本的に解決さ
れる事を最終目標とし、各国の研究者と共に
高病原性鳥インフルエンザおよびニューカ
ッスル病について疫学調査研究を実施する。
新たな学術的知見の蓄積とともに、海外研究
者との信頼関係とネットワークの構築に努
め、将来的に国際共同研究の研究拠点となる
ことを目指している。 
 
３．研究の方法 
ベトナムの国立獣医学研究所、エジプトの

サウスバリー大学、キルギスの獣医学研究所
の研究者と協力し、高病原性鳥インフルエン
ザおよびニューカッスル病について各国で
疫学調査研究を実施した。いずれの国の研究
者も、過去に当研究室における研究経験を持
ち、その後も継続した研究交流を保ってきた。
本研究については、各国研究者が所属する研
究機関と共同研究契約書及び材料提供同意
書を取り交わし、研究試料の日本への輸送は
法に従い実施した。 
ベトナムにおける検体収集は、家禽飼養地

域、生鳥市場及びその周辺で行い、現地にお
いてそれら検体からウイルス分離試験を行
った。検体としては、家禽個体からのスワブ
検体に加え、飼養集団の糞便や飲水などの環
境検体も採集した。野鳥生息地域の環境検体
も採集した。環境検体は、赤血球へのウイル
ス吸着を用いて濃縮して試験に供した。ベト
ナムへは、日本から大学院生を派遣し、野外
における検体収集や実験室内での試験につ
いて現地研究者と共に作業を行った。キルギ
スおよびエジプトでは、ワクチン接種によっ
て予防が行われているにもかかわらずニュ
ーカッスル病の発生があった農場において



検体採集を行った。死亡または淘汰された家
禽の臓器を採取して乳剤化し、ウイルス分離
試験を行った。遺伝子検査でニューカッスル
病ウイルスの存在を確認した検体を日本へ
送付した。日本では、海外から受け入れた検
体から分離したウイルスについて、次世代シ
ーケンス解析により全遺伝子配列を明らか
にし、ウイルスの病原性の推測を行うととも
に、分子疫学的にウイルスの進化について解
析した。鶏胚を用いた病原性解析、抗血清を
用いた抗原性解析も行った。さらに、ウイル
スに対するモノクローナル抗体を作製して
ワクチン株との抗原性の違いについて解析
を行った。 
 
４．研究成果 
(1) アジア地域における高病原性鳥インフ
ルエンザの発生例では、原因ウイルスが H5N1
亜型ウイルスから H5N6 亜型ウイルスへと変
化してきており、昨年我が国へ侵入したウイ
ルスも H5N6 亜型ウイルスであった。本研究
においても、ベトナムの家禽から H5N6 亜型
高病原性鳥インフルエンザウイルスが分離
された。生鳥市場で採取した環境検体からも
H5 亜型ウイルスの遺伝子が検出された。ベト
ナムでは、顕著な発生例は減少しているもの
の未だ H5 亜型高病原性鳥インフルエンザウ
イルスが循環しており、変異の蓄積によって
さらなる進化を遂げる可能性が危惧された。
野外調査の現場ににおいて、迅速かつ簡便に
H5 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス
の存在を確認できる方法があれば広く野外
へ応用でき、疫学情報の収集に大きく寄与す
ると考えられる。既存の簡易診断キットは、
インフルエザンウイルスの存在は確認でき
ても、高病原性ウイルスであるかは判定でき
ない。そこで、H5 亜型高病原性鳥インフルエ
ンザウイルスを野外で検出するための診断
キットの開発を目標に、モノクローナル抗体
の作製を行った。作製したモノクローナル抗
体と様々なウイルス株との反応性を調べた
結果、広い遺伝子系統の H5 亜型高病原性鳥
インフルエンザウイルスに反応するモノク
ローナル抗体を選抜できた。野外応用可能な
診断キットの開発に向けて研究を推進して
いる。 
 
(2) キルギス及びエジプトにおいて、ワクチ
ン接種された農場におけるニューカッスル
病発生例から、多数の強毒性ニューカッスル
病ウイルスを分離した。キルギスの家禽検体
から分離されたニューカッスル病ウイルス
は、中国分離株に近縁の遺伝子型Ⅶd に属す
るウイルスであることが明らかとなった。過
去にキルギスで分離されたニューカッスル
病ウイルスとは遺伝子系統がやや異なるこ
とから、国外から新たなウイルスが侵入した
可能性が考えられた。エジプト分離ウイルス
も多くが遺伝子型Ⅶd に属したが、遺伝子型
の異なるウイルスとの共感染が確認された

個体も存在した。他のウイルスとの共感染が
確認された個体も存在した。キルギス分離株、
エジプト分離株のいずれも、ワクチン株とは
遺伝的に大きく異なっており、中和抗体の認
識部位のアミノ酸に変異も確認された。ウイ
ルスの抗原性がワクチン株とどれほど異な
るのかを確認するためにモノクローナル抗
体の作製を進めている。 
 
(3) 本研究において、海外研究者とともに疫
学調査研究を実施することにより、より一層
の信頼関係を構築することができた。高病原
性鳥インフルエンザ及びニューカッスル病
は、いずれも越境性の重要家禽疾病であり、
その制御に向けて国際協力が必須であると
いう点についての共通認識を再確認した。構
築された協力関係およびネットワークを基
盤に、より大きな国際共同研究へ発展させた
いと考えている。 
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